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富山百年みんなの新年
置県百年シンボルマーク



一〕

ト 県立近代美術舘収蔵美術紹作介置凶

「牡丹の図」
石崎光揺 1939年ごろ作

紙本・鉛筆彩色
66. 5:f' x 80 .0手ン

大
正
、
昭
和
初
期
の
京
都
画
壇
は

竹
内
栖
鳳
の
四
条
派
改
革
に
刺
激
さ

れ
、
土
田
麦
遷
、

村
上
華
岳
、

小
野

竹
喬
な
ど
数
多
く
の
秀
れ
た
画
家
を

輩
出
し
ま
し
た
。
本
県
出
身
の
石
崎

光
培
も
こ
う
し
た
京
都
の
時
流
の
中

で
研
錆
し
、
独
自
の
花
鳥
画
の
世
界

を
生
み
だ
し
た
日
本
画
家
で
す
。

石
崎
光
培
は
明
治
十
七
年
西
砺
波

郡
福
光
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
二
歳

で
金
沢
に
逗
留
し
て
い
た
江
戸
琳
派

系
の
絵
師
山
本
光

一
に
学
び
、
明
治

三
十
六
年
京
都
に
出
て
、
竹
内
栖
鳳

に
師
事
し
ま
し
た
。
栖
鳳
を
通
し
て

写
実
の
精
神
に
触
れ
た
光
唱
は
、
そ

れ
ま
で
の
大
和
絵
風
の
人
物

・
歴
史

画
か
ら
花
鳥
画
に
転
向
、
明
治
三
十

七
年
第
九
回
新
古
美
術
展
初
出
品
を

皮
切
り
と
し
て
、
大
正
、
昭
和
初
期

の
文
展
、
帝
展
に
意
欲
的
な
制
作
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
彼
の
代

表
作
と
さ
れ
る
「
熱
国
折
春
」
「
燦

雨
」
は
大
正
五
年
の
み
ず
か
ら
の
イ

ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅
行
に
想
を
得
た

も
の
で

い
ず
れ
も
第
十
二
回
文
展

(
大
正
七
年
)
第

一
回
帝
展
(
大
正

八
年
)
で
特
選
を
受
賞
し、

当
時
の

日
本
画
界
、
特
に
花
鳥
表
現
の
分
野

に
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
館
所
蔵
の
こ
の
「
牡
丹
の
図
」

は
こ
う
し
た
光
培
の
花
鳥
画
の
展
開

を
支
え
、
ま
た
そ
の
創
作
の
源
泉
と

な
っ
た
写
生
、
素
描
の
中
の

一
点
で
、

そ
の
図
柄
が
示
す
よ
う
に
光
培
後
期

の
代
表
作
「
長
朝
」
(
昭
和
十
四
年

作
、
本
館
所
蔵
)
の
下
図
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

写
生
と
い
う
性
格
上
、
本
図
の
持

つ
華
や
か
さ
は
な
い
も
の
の
、
光
唱

の
自
然
に
対
す
る
生
の
感
覚
、
観
察

態
度
な
ど
を
知
実
に
示
す
貴
重
な
作

品
の
一

つ
で
す
。

光
培
は
か
つ
て
こ
の
牡
丹
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

る
深
い
思
い
や
り
、
ま
た
、
そ
の
背

後
に
潜
み
、
自
然
の
美
し
さ
を
表
現

「
牡
丹
の
花
の

一
番
美
し
い
の
は

朝
日
が
出
る
ま
で
で
、
太
陽
の
光
線

を
受
け
る
と
花
に
も
疲
れ
が
見
え
て

す
る
た
め
の
冷
徹
な
ま
で
の
厳
し
い

自
然
観
察
、
そ
の
実
践
|

|
こ
う
し

来
る
。
そ
れ
が
タ
頃
に
蘇
生
の
色
を

た
も
の
こ
そ
、
光
稽
の
花
鳥
画
の
基

礎
と
な
り
、
そ
の
展
開
の
原
動
力
を

て 気 と
や を り
ら i亦 返
な復し
けし
れた夜
ば朝を
社のこ
丹姿め
も、て

可かそ充
哀土れ分
相1をに
で見元

形
作
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た

述
懐
は
同
時
に
、
本
写
生
並
び
に
「
長

す
何 」。

げ

な

葉
な
カ1

b 

言
え
る
、で
し
ょ
う
。

朝
」
の
主
題
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と

語
ら
れ
て
い
る
自
然
の
造
物
に
対
す

(学
芸
員

、、
さ

つ
大
坪
健
二
)

富
山
県
知
事

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
置
県
行
年
の
新
春
を
県
民
の
皆
様
と
と

も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
ま
富
山
県
の
第
二
世
紀
の
年
頭
に

当
た
り
、
ま
ず
、
先
人
の
英
知
と
努
力
の
あ
と
を
凶

顧
し
、
そ
の
教
訓
と
遺
産
を
現
代
に
生
か
し
な
が
ら
、

広
い
国
際
的
視
野
と
深
い
洞
察
力
を
も
っ
て
、
県
民

生
活
と
県
勢
の
健
や
か
な
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
意
義
あ
る
置
県
百
年
を
県
民
の
皆
様

と
と
も
に
祝
い
、
記
念
す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
始

め
、
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会
、
全
国
育
樹
祭
な
ど

多
種
多
彩
な
記
念
事
業
が
県
内
く
ま
な
く
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

む望を峰崎

県
及
び
県
民
生
活
を
取
り
巻
く
内
外
の
諸
情
勢
は

日

一
段
と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ

か

れ
を
克
服
し
て
先
に
答
申
を
い
た
だ
い
た
「
富
山
県

允
エ上

民
総
合
計
画
L

を
置
県
百
年
に
当
た
る
本
年
か
ら
ス

日卜ン

タ

l
ト
さ
せ
、
県
、
つ
く
り
の
羅
針
盤
と
し
て
「
活
力

出

と

温
か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
富
山
県
」

罰
司郊

の
創
造
に
向
か

っ
て
、
長
期、

総
合
的
な
施
策
を
展

収支報告書の提出はお早めに/'

料理猷食等消費税の免税点が
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1月号

もくじ

4 

中

沖

丘旦
玉玉L

18 

閉
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幸
い
県

内
三
駅
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
大
乗
的
な
見
地
か
ら

の
合
意
が
得
ら
れ
、
昨
年
十
二
月
、
日
本
鉄
道
建
設

公
団
か
ら
環
境
影
響
評
価
報
告
書
の
案
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
半
期
着
工
に
向
け
て
沿
線
諸
県
と
連

携
し
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
総
力
を
傾
注
す
る
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
、
四
月
に
水
橋
、

呉
羽
、
福
岡
の
新
設
三
校
の
開
校
、
七
月
に
は
県
民

公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
の
開
園
、
十
二
月
に
は
北
陸
自

動
車
道
の
滑
川
、
朝
日
間
の
開
通
な
ど
富
山
県
発
展

の
基
礎
と
な
る
重
要
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
順
調
に
開

花
い
た
し
ま
す
。

詩
人
、
大
岡
信
先
生
は
富
山
県
に
よ
せ
て
「
百
年

た
ち
ま
し
た
ま
た
こ
こ
に
新
た
な
気
流
」
と
声
援

し
て
い
ま
す
。

私
は
、
常
に
初
心
に
た
ち
か
え
り
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
つ
く
し
て
県
政
の
推
進
に
あ
た
る
存
念
で
ご

ざ
い
ま
す
。

4 

県
民
の
皆
様
と
と
も
に
置
県
百
年
の
栄
光
を
寿
ぎ
、

皆
様
の
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



お
け
る
投
票
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
て

「
衆
議
院
議

さ
れ
た
選
挙
の
中
で
は

観
点
か
ら
選
挙
、
観
光
レ
ク
リ
ェ

l
シ

「
第
十
三
回
県
政
世
論
調
査
」
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

み
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
八
五

・
八
ば

員
選
挙
」
が
ト
ッ
プ
を
占
め
、

次

ョ
ン
の
関
心
度
、
農
産
物
の
自
由
化
、

と
大
方
の
人
が
「
大
部
分
投
票
し
た
L

と
答
え
、
「
投
票
し
た
時
と
し
な
い
時

で
「
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
」
が
あ

訪
問
販
売
の
意
識
、
県
立
近
代
美
術

こ
の
調
査
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
や
意
見
を
今
後
の
県
政
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
調
査
の
ほ
か
、
新
し
い

げ
ら
れ
て
お
り
、
国
政
レ
ベ
ル
の
選

館
の
感
想
、
県
の
施
策
に
対
す
る
認
識

の
人
が
九
・
六
辺
、

挙
と
住
民
に
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙

と
半
々
ぐ
ら
い
」

な
ど
過
去
に
実
施
し
て
い
な
い
も
の

「
ほ
と
ん
ど
投
票
し
な
か
っ
た
」
が
、

に
関
心
度
が
両
極
化
し
て
い
ま
す
。

を
極
力
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
調

一一

・
五
任
、
各
種
の
選
挙
を
「
棄
権
し

ま
た
、
第

一
位
か
ら
第
三
位
ま
で

査
笛
木
の
内
容
に
つ
い
て
賀
川
し
ま
す
。
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に八 で歳十域全 政 策 ポ代少年通人

よ 月 の満七十1 へ の l 美非安閑
る二 男女 の公認ツ術行 .全題
個十 重聴識館
別日月

-
八
は
で
し
た
。

た
」
と
す
る
人
は
、
一

の
上
位
三
位
を
概
観
す
る
と
総
じ
て

こ
れ
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
「
二
十

「
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
」
、
「
市
町
村

で
「
棄
権
し
た
」
人

ー
二
十
九
歳
」

長
選
挙
」
な
ど
の
地
方
レ
ベ
ル
の
身

一
江
、
「
ほ
と
ん
ど
投
票
し
な

人
が
七

・
九
江
で
他
の
年

が
七
・

近
な
選
挙
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て

高
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

か
っ
た
」

代
8.0 (%) と

比
fて

る
と
際
立
っ
て
同1

く
な
っ

」
れ
ま
で
の
各
種
選
挙
に

次位)(%) 

(N =978) 

2
 

27.8 

69.3 

67.8 

各種選挙に対する関心度
(上位3位-1位から3位までを合計したもの)

20 40 60 

県民の名種選挙に対する関心度(ランク付け)
(1 fi'[) (2 f立) (3 

「市
町
村
長
選
挙
」
や

「市
町
村

議
会
議
員
選
挙
」
な
ど
身
近
な
選
挙

に
対
す
る
県
民
の
関
心
が
極
め
て
高

23.7 

23.3 

衆
議
院
議
員
選
挙
か
ら
市
町
村
議

会
議
員
選
挙
ま
で
の
七
つ
の
選
挙
に

挙

5県議 会 議員選挙

6.市町村長選挙

7市町村議会議員選挙

l衆議院議員選挙

挙

5.県議会議員選挙

6.市町村長選挙

7市町村議会議員選挙

l.衆議院議員選挙

2参議院議員選挙(全国区)

3参議院議員選挙(地方区)

2参議院議員選挙(全国区)

3参議院議員選挙(地方区)

つ
い
て
、
最
も
関
心
の
あ
る
も
の
か

選

選

ら
順
に
一
位
か
ら
七
位
ま
で
の
順
位

事

事

付
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主日

主日

そ
の
結
果
は
、
第
一
位
に
ラ
ン
ク

4県

4. Y県

(%) 42「同司4 口口 (N=978) 
40 

30 -
性男 性女

巳2

20 

31  R 目玉9[1210 -

if竹
ゑ三Y去

仕事都合のが参加ばれたしl 

肱家の加ば事し 加参たし(弱病上いでなき

ぷにや
本釆、ベだき

わ

区
加 弓'関れl.f かン心l

し
協力カfたL ミ

テのよ
千政が丁 勺

しミ・ イあい

た
健康が齢) 高 野活ア人がる

な
分 つい

れあ 行つ
しミ tt し、

全 {本 6.2 3l.5 10.6 13.8 7.7 9.9 18.9 

20~29歳 10.3 28.6 9.5 l.6 8.7 1l. 9 27.8 
年

30~39歳 3.8 36.8 14.8 l.1 7.1 14.8 20.9 

40~49歳 5.7 42.7 10.9 7.8 11.5 6.8 13.5 

50~59歳 4.6 33.1 12.6 16.6 7.3 10.6 14.6 
齢

60議以上 7.8 13.8 4.8 41.3 3.6 6.0 20.4 

投
票
す
る
う
え
で
参
考
に
な
る
も

て
い
ま
す
。

県
民
の
三
人
に
一
人
が
何
ら
か
の

の
の
媒
体
の
ト

ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る

ま
た
、
「
棄
権
し
た
」
と
答
え
た
人

の
ふ
王
な
棄
権
理
由
は
、
「
仕
事
や
用
事

が
あ
っ
た
か
ら
」
、
「
病
気
だ
っ
た
か

ら
」
、
「
誰
に
投
票
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
か
ら
」
、
「
投
票
し
て
も

む
だ
だ
か
ら
へ
「
関
心
が
な
い
か
ら
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
が
あ
り
、

今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
た
い
人
は
六
割
を

超
え
て
い
る
。

選
挙
公
報
を
ど
の
程
度
読
ん
で
い
る

か
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
三

人
に
一
人
が
「
必
ず
読
む
」
(
二
九
一日
)

と
答
え
、
「
読
む
こ
と
の
方
が
多
い
」

と
す
る
人
(
三
九

・
九
ば
)
と
合
わ

せ
る
と
読
む
頻
度
の
高
い
人
の
割
合

は
、
約
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

今後のボランティア活動への参加意向(男女別，年齢別)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
経
験

の
有
無
を
尋
ね
て
み
た
結
果
、
ボ
一
フ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
「
現
在
ず
っ
と
参

加
し
て
い
る
」
人
が
四
・

二
ば
、
「
現

在
と
き
ど
き
参
加
し
て
い
る
」
人
が

十
二

・
二
江
、
ま
た

「
過
去
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
L

人
が
十
八
・
八

投
票
す
る
う
え
で
参
考
に
す
る
も

の
と
し
て
は
、
「
{
家
族
・
知
人
の
す
す

め
や
評
判
」
(
三
四
・九
一日
)
、
「
選
挙
公

報
」
(
三
四
・八
ば
)
、
「
個
人
演
説
会
」

(
二
九・
三
に
)
、
「
立
会
演
説
会
」
(
二

九
・
二
げ
同
)
、
「
テ
レ
ビ
の
政
見
放
送
・経

歴
放
送
」
(
二
七

・ニ
バ
)
、
「
支
持
す
る

政
党
の
公
認
、
推
せ
ん
L

(

二
五

・
五

川
同
)
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

hrH

で
、
合
わ
せ
て
三
五

・
二切
れ
と
県
民

の
三
人
に
一
人
は
何
ら
か
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
¥
「
ま
っ
た
く
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
」
と
答
え
た
人
に
、
今
後
の

3 

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州
同
)
、
「
災
害
に
あ
っ
た
人
や
生
活

」
こ
で
見
る
か
、
ぎ
り
、
ボ
ラ
ン
テ

に
困
っ
て
い
る
人
の
世
話
や
援
助
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
向

三
五
は
)
が
上
位
三
位
ま
で
占
め

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
向
は
十
分
持

ち
な
が
ら
も
、
諸
般
の
事
情
で
実
際

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
積

社
会
的
弱
者
に
対
す
る
働
き
か
け
が

必
要
だ
と
す
る
意
見
が
多
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

30 

(N =978) 

極
的
に
「
参
加
し
た
い
L

と
活
動

へ

の
参
加
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
人

は
六

・
二
ば
で
あ
っ
た
が
、
全
体
の

ほ
ぼ
三
人
に
一
人
が
「
仕
事
の
都
合

が
つ
け
ば
参
加
し
た
い
」
(
コ
二
・
五

河
川
)
と
答
え
て
い
、
ま
す
。
な
か
で
も

女
性
の
一
三
了

二
ば
に
対
し
て
、
男

性
で
は
四
二

・
四
ば
と
こ
の
意
見
が

がの
う活
か動
カ-;' (こ

え結
まび
すっ

て

な

と

投票するうえで参考にするもの

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
ど
ん

な
活
動
が
特
に
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
か
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
老
人

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ

り
活
発
に
す
る
た
め
に
、
県
、
市
町

村
に
対
し
て
何
を
望
ん
で
い
る
か
と

い
う
質
問
で
は
、
「
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

候補者の政党のポスター

候補者の選挙運動用の薬害
ピラ

ラジオの政見放送，経歴放送

テレビの政見放送，経歴放送

組合，団体，勤務先関係のす
すめや評判

支持する政党の公認，推せん

家族，知人のすすめや評判

の
話
し
相
手
や
世
話
」
が
必
要
だ
と

す
る
人
の
三
九

・
六
ば
を
ト
ッ
プ
に
、

個人演説会

立会演説会

動
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
」
を

テレビの選挙報道

候補者の新聞広告

ラジオの選挙報道

選 挙公報

新聞の選挙報道

街頭演説，連呼

「
病
院
や
障
害
者
の
世
話
」
(
三
五

・

望
む
声
が
三
九

・
三
ば
で
最
も
多
く

その他



次
い
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す

る
啓
も
う
広
報
活
動
」
(
二
九
・
八
一日
)

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
の
施
設

(拠
点
)の
提
供
レ
(
二
八
・一
二
ば
)
、「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

六
・六
ば
)
な
ど
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

年
問
、
県
民
の
お
よ
そ
八

割
が
旅
行
に
出
掛
け
て
い
る
。

」の

一
年
間
に
観
光
レ
ク
リ
エ
|

シ
ョ
ン
旅
行
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
、
七
七

・
二
江
と
、

ほ
ぽ
県
民
の

四
人
の
う
ち
三
人
ま
で
が
旅
行
に
出

か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

主
な
目
的
を
み
る
と
、
「
慰
安
旅
行」

を
あ
げ
る
人
が
六
二

・
一
は
で
最
も

多
く
、
次

い
で
「
見
物

・
行
楽
」
の

五
六
ば
、
「
保
養

・
休
養」

三
九
・
九

d
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
観
光
レ
ク
リ
ェ

l
シ

ョ
ン
旅
行
で
行
っ
て
み
た
い
所
を
み

る
と
、

ま
ず
「名
所

・
旧
跡
」
が
五
七

一
ば
で
最
も
多
く

つ
い
で
「
温
泉
L

五
五
・八
に
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今後レクリ工ーション旅行で行って
みたい所上位5位(年齢別)

78.1 

企ョ

(%) 

80 

70 

60 

県
民
の
ほ
ぼ
四
割
が
、
現
在
の
住

ま
い
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
県
民

の
五
割
が
住
宅
の
耐
雪
構
造
化
の
工

事
費
を
自
己
負
担
し
て
も
よ
い
と
考

え
て
い
る
。

現
在
の
住
ま
い
に
対
す
る
不
満
の

有
無
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
と
、
半

数
を
超
え
る
六
こ
に
の
人
が
「
満
足

し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
の
に
対

し
て
、
「
満
足
し
て
い
な
い
」
と
不
満

を
示
し
た
人
は
、
三
八
ば
で
し
た

D

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
に
「
満
足

し
て
い
な
い
」
人
の
不
満
の
内
容
と

し
て
は
、
「
収
納
部
分
が
少
な
い
」
(
三

七

・
九
ば
)
、
「
敷
地
が
狭
く
雪
お
ろ

し
の
場
所
が
な
い
」
(
三
六
ば
)
、
「
冬

期
間
の
物
干
場
が
な
い
L
(

二
八
・
八

ば
)
こ
と
な
ど
に
対
す
る
不
満
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

住まいに対する不満の有無

ω歳
以
上
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特
に
、
冬
期
間
に
お
け
る
不
満
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
雪
に
強
い
住
宅
守
つ
く
り
を

め
ざ
す
た
め
、
住
宅
の
耐
雪
構
造
化

の
工
事
費
を
ど
の
程
度
ま
で
な
ら
負

担
し
て
も
良
い
か
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
負
担
し
て
も
よ
い
」
と
考
え
る
人

は
全
体
の
五
一

・
三
に
で
、
そ
の
負

担
程
度
は
、
「
三
十
万
円
程
度
ま
で
」

な
ら
よ
い
と
す
る
人
が
一
三

・
五
江
、

「
七
十
五
万
円
程
度
ま
で
L

が

一
二

・

六
は
と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
や
樹
木
を
植
え
る
べ
き
場
所
で

は
、
「
道
路
沿
い
」
と

「近
く
の
広
場
」

が
最
も
多
い
。

花
や
緑
の
豊
か
な
環
境
を

つ
く
る

に
は、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
花
や
樹
木

年
齢
別
で
み
る
と
、
「
名
所
・
旧
跡
」

は
年
代
を
問
わ
ず
あ
げ
る
人
が
多
い

が
、
「
海

・
海
岸
L

む
よ
び
「
山
岳
・

古同

原
」
な
ど
で
は
、

二
十

1
三
十
九
歳
ま

で
の
若
い
年
代
の
人
に
多
く
、
「
温
泉
」

や「
神
社
・

仏
閣
」
は

四
十
歳
以
上

の
人
に
希
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「徐
々
に
自
由
化
す
べ
き
で
あ
る
」

が
三
割
を
占
め
る
が
、

「完
全
自
由
化

に
は
反
対
」
や、

「す
ぐ
に
自
由
化
す

べ
き
」
な
ど
も
多
く
、
自
由
化
問
題

に
対
す
る
県
民
の
み
か
た
は
三
分
さ

れ
て
い
る
。

農
産
物
の
輸
入
自
由
化
に
対
す
る

県
民
の
考
え
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
国
際
競
争
力
が

つ
い
た
品
目
か
ら

徐
々
に
自
由
化
す
べ
き
で
あ
る
」
と

す
る
意
見
が
三

0
・
八
は
を
占
め
、

を
植
え
た
ら
よ
い
か
を
尋
ね
て
み
た

と
こ
ろ
、
「
道
路
沿
い
」
に
植
え
た
ら

よ
い
と
思
う
人
が
全
体
の
ほ
ぼ
六
割

(五
九
・
八
ば
)
を
占
め
、
つ
い
で

「
近
く
の
広
場
」
が
四
三

・
三
ば
を

占
め
て
お
り
、
他
の
ど
の
場
所

へ
の

植
樹
よ
り
も
優
先
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
花
と
緑
を

ふ
や
す
た
め
に
現
在

一
番
困

っ
て
い

る
こ
と
と
し
て
は
、
「
世
話
を
す
る
人

が
い
な
い
」
(
五
九
・
七
げ
同
)
こ
と
、

そ
し
て
「
ふ
や
す
の
に
適
当
な
場
所

が
な
い
」
(
五
四

・
八
一位
)
こ
と
が
最

大
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
販
売
で

「被
害
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
L

人
は
、
県
民
の
一
割
余

次
い
で

「
完
全
自

由
化
に
は
反
対
で

や
め
ス
Y」

と
す
る
考

え
が
二

0
・三
ば

「
す
ぐ
に
完
全
白

由
化
す
べ
き
で
あ

る
」
と
す
る
考
え

が

一
六
・
五
ば
あ

り
、
こ
の
自
由
化

問
題
に
関
す
る
県

農産物自由化に対する見解

ま
た
、
「
関
心
が
な
い
」

民
の
み
か
た
は
三
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
答
え
た

人
も
二
七
・

二
ば
と
多
く

な
い
人
と
あ
る
人
と
の
か
い
離
現
象

関
心
の

が
み
ら
れ
ま
す
。

「
す
ぐ
に
完
全
自
由
化
す
べ
き
で

ル
め
る
」

と
答
え
た
理
由
と
し
て
は

「
日
本
も
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

て
お
れ
な
い
と
思
う
か
ら
」

い
つ
ま
で
も
自
由
化
し
な
い
と
言
つ

と
す
る

人
が
二
六

・
七
ば
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
安
い
牛
肉
や
オ
レ
ン
ジ
が
食

二
ば
と
な
っ
て
い
ま
す
。

べ
ら
れ
る
か
ら
」
と
す
る
人
が
二
四

一
方
、
「
完
全
自
由
化
に
反
対
で
あ

る
」
お
よ
び

「
国
際
競
争
力
が
つ
い

で
あ
る
」

た
品
目
か
ら
徐
々
に
自
由
化
す
べ
き

と
答
え
た
理
由
と
し
て
は

り
で
あ
る
。

こ
こ
一
年
ぐ
ら

い
の
聞
に
、
訪
問

販
売
に
よ
る
被
害

の
有
無
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
と
こ
ろ

「
被
害
を
受
け
た

はこ
、と

が
あ
る

人

一
二

・
八
は

で
、
現
に
一
割
を

超
え
る
県
民
が
被

害
を
受
け
て
い
る

点
を
見
逃
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

40 (%) 30 

「
日
本
の
農
水
産
業
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
」

と
す
る
人
が
三
四

・
四
江
、
「
農
水
産

業
は
国
家
存
立
の
た
め
の
基
盤
で
あ

4 

り
、
輸
入
制
限
は
や
む
を
得
な
い
と

思
う
か
ら
」

と
す
る
人
が
二
五
・
八

d
と
な
っ
て
い
ま
す
口

39.2 

(N =125) 

訪問販売による被害の内容

高いものを買わされた

セールス 7 ンの強引 な売
り方にあ った

購入した商品が破損 して「一一 120.0 
いたり，品質が惑かった } 1 

取引・返品・解約に関 し 1~ 5 . 6
てトラブルがあった ト一一」

必要以上に貿わされたにコ 5.6

7フターサービスが悪か「一寸 4/ / ~/'''=" 1 14.0 
"")/": t--'  

注文した商品と届いた商門 3.2
品が異なっていた ト_j_.-

注文した商品が届かなか 円 2.4
つに 卜4

注文した数量と届いた商 IIi
品の数量と異なっていたド

その 他 14.8

そ
の
被
害
を
受
け
た
商
品
に
つ
い

て
は
、
「
消
火
器
」
(二
八
・
八
ば
)
が

最
も
多
く
、
つ
い
で
、
「
英
会
話
教
材

等
の
学
習
教
材
」
(
二
二
・六
河
川)
、「
宝

石
、
貴
金
属
、
装
飾
品
」
(
一
一
・

ニ

バ
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
被
害
の
内
容
と
し
て
は
、
「
高

い
も
の
を
買
わ
さ
れ
た
」
と
す
る
人

が
、
四
三

・
二
ば
で
最
も
多
く
、
つ

い
で
「
セ

ー
ル

ス
マ
ン
の
強
引
な
売

り
方
に
あ
っ
た
」
と
す
る
人
が
三
九

-
二
一日
、
「
購
入
し
た
商
品
が
破
損
し

て
い
た
り
、
品
質
が
悪
か
っ
た
」
が

二

O
伐
と
な
っ
て
お
り
、

被
害
の
内

。。
n
U
 

1
川
川
J、L 

な勺かわ

容
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ
ら
三
点
に

5 

集
中
し
て
い
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
ど
こ
か

ヘ

申
し
出
た
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て

は
、
被
害
を
受
け
た
人
全
体
の
八
割

近
い

(七
六
・
八
ば
)
人
が
ど
こ
へ

も
「
申
し
出
な
か
っ
た
」
と
答
え
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
ら
被

っ
た
被
害

に
対
し
て
は
諦
め
の
態
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぎ
、
消
費
者
が
被
害
を
被
ら

な
い
よ
う
に
と
制
度
化
さ
れ
て
い
る

「ク

l
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
L

を
知



っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、
「知

っ
て
い
る
」
と
笠
仁，

え
た
人
は
四
九
・

一
ば
で

ほ
ぼ

人
に
一

人
が
知

っ
て
い
ま
す。

男
女
の
能
力
差
に
つ
い
て
「
そ
れ

ぞ
れ
特
性
が
あ
り
比
較
で
き
な
い
」

が
最
も
多
く
、
ま
た
、
県
民
の
半
数

以
上
が

「女
性
は
平
等
に
扱
わ
れ
て

い
る
」
と
み
て
い
る
。

女
性
特
有
の
母
性
機
能
を
除
い
て

み
た
場
合
、
男
女
の
能
力
に
差
が
あ

る
か
ど
う
か
の
質
問
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ

特
性
が
あ
り
比
較
で
き
な
い
」
が
、

四
一

・
二
ば
で
最
も
多
く
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
す
ぐ
れ
て

い
る
」
が
三

0
・
一
ば
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の

施
策
で
全
体
の
七
割
を
占
め
、
続
い

て
第
三
番
目
に
「
交
通
違
反
取
締
り

の
強
化
」

一
二
げ
げ
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

(%) 

¥ 歩行書者や者対す安金教にる底育徹の
進曲草やラプミlルレドl施設の全

交主通安報の充安5化自 交趨指導員な推安全進リl の増抽l 

民間交通体等のり
交の 交強 そ わ

遣通児充実 違通反化
か

の
なり

-等整備
安全量のづ促進

対策等
取締

{也 L、
カガの
I I安 どダ 団く σ〉

市 部 47.6 22.8 2.2 3.7 2.5 3.7 12.2 1.2 4.1 

郡 音E 47.4 21.4 3.7 3.4 2.0 5.1 11.5 1.4 4.1 

富山地域 52.1 22.8 2.2 3.0 1.6 4.9 11.5 0.5 1.4 

士也
品岡地域 48.5 18.9 2.4 4.5 2.1 3.1 14.3 1.7 4.5 

域
魚津地域 41. 7 23.7 3.1 2.1 2.1 3.1 14.9 2.6 6.7 

男IJ
砺波地域 43.4 26.9 3.7 5.2 5.2 5.2 3.7 6.7 

交通安全対策で県や市町村に望むこと (市郡別・地域別)

次

い
で

「
体
力
の
差
は
あ
る
が
そ

れ
以
外
で
は
差
は
な
い
」

一
六

・
四

辺
、
「
特
に
差
は
な
い
」
六

・
七
江、

「
わ
か
ら
な
い
」
四
・
八
江
、
「
ど
ち

ら
か
と

い
え
ば
女
性
の
方
が
す
ぐ
れ

て
い
る」

0
・
八
一位
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す。

女
性
が
男
性
と
平
等
に
扱
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

「扱
い

は
平
等
で
は
な
い
が
能
力
差
な
ど
を

考
え
れ
ば
実
質
的
に
平
等
に
扱
わ
れ

て
い
る
」

と
す
る
人
が
四

0
・
四
一日

で
最
も
多
く
、
「
平
等
に
扱
わ
れ
て
い

る
」
一
三

・
六
に
を
合
わ
せ
る
と
、

半
数
以
上
の
人
が
女
性
は
《
平
等
に

扱
わ
れ
て
い
る
〉
と
思
っ
て
い
ま
す。

他
方
、
「
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
」

と
す
る
回
答
も
多
く
、

三
六
・
七
ば

の
人
が
女
性
の
扱
い
を
不
平
等
に
感

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
に
、
そ
れ
で
は
「
家

庭
」
、
「
職
場
」
、
「
地
域
社
会
」

の
ど

の
場
面
で
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い

か
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
家
庭
の

中
で
」
が
五
三

・
八
一心
、
次
い
で
「
職

場
の
中
で
」
四
八
・二
一向、「
地
域
社
会

の
中
で
」
三

0
・六
一日
と
な
っ
て
い
ま

す
。

てつ
ω

因原

)

少
年
の
非
行
化
に
つ
い
て
は
、「
家

ω
{

庭
の
し
つ
け
」、「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
L

、
附

「親
の
過
保
護
」
な
ど
、
家
庭
・
親
例年

に
原
因
が
あ
る
と
す
る
考
え
が
多
数
少

を
占
め
て
い
る
。

少
年
の
非
行
化
の
原
因
に
つ
い
て

は
、
「
家
庭
で
の
し
つ
け
が
十
分
に
な

さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
意
見
が
最
も

多
く
、
つ
い
で
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が

少
な
い
」
、
「
不
良
雑
誌
や
テ
レ
ビ
映

画
等
の
俗
悪
な
内
容
が
悪
い
影
響
を

与
え
て
い
る
」
、
「
親
が
過
保
護
で
あ

る
」
が
上
位
四
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
「
家
庭
で
の
し
つ
け
へ
親

子
の
ふ
れ
あ
い
」
、
「
親
が
過
保
護
」
な

ど
、
家
庭

・
親
に
原
因
が
あ
る
と
す

る
考
え
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

男
女
別
で
は
、

女
性
で

「家
庭
の

中
で
」
の
不
平
等
を
訴
え
る
人
が
多

れ
て
い
な
い
と
す
る
人
の
理
由
は

な

し、

日
一一

わ

か

ら

2

一，刀、
h
J

3

E
女

性

の

自

覚

一

な

い

α
一
一一
収
入
が
少
な

l
t、

L

2
「
j
j
L
方
が
あ
る
か
ら

5
一

一
い
と
い
う
一
般
社
会
の
見

2
FF
Eム
女
性
は
男
性
よ
り

一
段
低

8
寸

j
J
J
な
い
か
ら

出「
i
L
男
性
の
理
解
協
力
が
足
り

7
「

t
i
-
-
!叫
慣
習
が
あ
る
か
ら

日
「
r
t
f
L
}
1
h一
古
く
か
ら
の
し
き
た
り
や

%

氾

5

0

-
-

J

fl
γ
「
ーーー

く
、
「
職
場
の
中
で
」
は
男
性
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

(N =109) 

「
家
庭
の
中
で
」

平
等
で
な
い
と
す

る
人
の
、
王
な
理
由

「地域社会の中で」

(%) 

は
、
「
古
く
か
ら
の

し
き
た
り
や
、
慣

習
が
あ
る
か
ら
が

最
も
多
く
、
「
職
場

(N =172) 

の
中
で
」
平
等
で

な
い
と
す
る
人
の

主
な
理
由
は
、
「
女

性
を
男
性
の
補
助

的
な
労
働
者
と
し

「職場の中で、」

%
 

で
し
か
み
て
い
な

い
か
ら
」
、
続
い
て

「
家
庭
生
活
と
の

両
立
が
む
ず
か
し

く
、
十
分
な
働
き

(N =194) 

が
期
待
で
き
な
い

か
ら
」
、
「
女
性
は

男
性
よ
り

一
段
低

い
と
い
う
一
般
社

「家庭の中で‘」

会
の
見
方
が
あ
る

か
h

勺
」
と
か
。
っ
て

(%) 50 

46.6 

(N =978) 

40 30 20 

家I廷での しつけが十分になされてい
ない

親子のふれあいが少な い

イ、良雑誌やテレビ映画等の俗惑な内
百が悪い影響をうえ ている

親が過保護 で ある

地域の人々がチ供の行動に対し て皿
関心である

学校での平習指導に子供がついて岨
けない

学校と家庭との協力態勢がよく ない

学校での生活指導が不徹底である

学校と関係機関と の述携が保たれで
いない

そ

い
ま
す
。

ハ
U

R

υ

ハU

F

、dn

〆“

叩日刊計円 「地
域
社
会
の
中
で
L

平
等
に
扱
わ

わ

か

2.6 

勺

か
ら

女
性
の
自
覚
が
足
り
な
い

21.1 

7.0 

な
い
か
ら

男
性
の
理
解
協
力
が
足
り

7.9 

慣
習
が
あ
る
か
ら

古
く
か
ら
の
し
き
た
り
や

方
が
あ
る
か
ら

い
と
い
う
一
般
社
会
の
見

女
性
は
男
性
よ
り

一
段
低

28.9 

女岡市三

区

分

男性

な
と
の
制
限
が
あ
る
か
ら

時
間
外
労
働
や
深
夜
労
働

23.6 23.6 

か
ら

女
性
の
職
業
意
識
が
低
い
一

方

が

あ

る

か

ら

一

い
と
い
う

一
般
社
会
の
見
一

女
性
は
男
性
よ
り
一
段
低

一

が
期
待
で
き
な
い
か
ら

一

ず
か
し
く
、
十
分
な
働
き

一

家
庭
生
活
と
の
両
立
が
む

一

介
。
い
か
』
勺

一
6

働
者
と
し
て
し
か
み
て
い

一
3

女
性
を
男
性
の
補
助
的
労

一
2

区

分

26.3 I 27.6 

1 女性 143.7135.4131.2

男性

な

しミ

1.6 12.9 

6.0 

11.2 

9.8 

27.4 12.9 53.2 

l 士

|男 生

|女 生

て
お
り
、
そ
の
多
く
が
施
設
の
立
派

さ
に
強
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
。

県
立
近
代
美
術
館
が
開
館
以
来
満

一
年
を
迎
え
た
時
点
で
の
来
館
の
状

況
は
、
「
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
人
が

八
六

・
三
ば
で
す
が
、
開
館
間
も
な

い
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
・
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
十

1
二
十

九
歳
で
「
館
内
の
雰
囲
気
が
新
鮮
だ
」

ぺ
ぺ
u

り，
，“

一M
J
Z

行

っ
て
み
た
感
想
は
、
「
建
物
が
立

一
ι
u
p
口2

M

派
だ
」
、
「
館
内
の
雰
囲
気
が
新
鮮
だ
」

川
中
と
す
る
人
が
多
く
、
施
設
の
立
派
さ

に
強
い
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

開
館
以
来
一
年
、
す
で
に
県
民
の

一
割
余
が
県
立
近
代
美
術
館
へ
行
つ

年
齢
別
に
み
る
と
、

近代美術館来館の頻度

「
女
性
は
男
性
よ
り
一
段
低
い
と
い

う

一
般
社
会
の
見
方
が
あ
る
か
ら
」

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

1.4 

B 

22.5 38.0 7.2 12.5 

も
っ
と
も
力
を
入
れ
る
べ
き
交
通

安
全
対
策
で
は
、
全
体
の
ほ
ぼ
五
割

が

「運
転
者
や
歩
行
者
に
対
す
る
安

全
運
転
の
徹
底
」
を
望
ん
で
い
る
。

交
通
安
全
対
策
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。

36.3 I 24.2 

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
運
転
者
や
歩
行

者
に
対
す
る
安
全
教
育
の
徹
底
」
(
四

七

・
五
ば
)
を
望
む
人
が
ほ
ぼ
二
人

に
一
人
の
割
合
で
、
も
っ
と
も
多
く
、

58.3 

つ
い
で
「
道
路
改
良
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ

ー
-
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
安
全
施
設

の
整
備
」
と
す
る
人
が
二
二

・
四
ば

と
す
る
人
が
多
い

の
が
目
立
っ
て

い

ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
県
民
の
二
人
に

フ

人
が
何
ら
か
の
ス

ポ
l
ツ
に
親
し
ん

で
い
る
。
男
性
で

は

「野
球
」、
女
性

で
は

「
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
体
操
・
リ

ズ
ム
体
操
」
が
多

い
。
ま
た
六
十
歳

以
上
の
お
よ
そ
六

割
が

「ゲ

l
ト
ポ

ー
ル
」
の
経
験
が

あ
る
。

県
民
が
日
頃
親

し
ん
で
い
る
ス
ポ



ー
ツ
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

が
何
の
ス
ポ
ー
ツ
も
「
や
ら
な
か
っ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
が
最
も
多
く
、
な

警
察
に
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

こ
と
は
、

「暴
力
団
の
取
締
り
」
と
「少

れ
て
い
る
。

ま
ず
、
こ
の
一
年
間
何
ら
か
の
ス

た
」
と
答
え
て
お
り
、

二
十
歳
以
上

の
県
民
の
ほ
ぼ
二
人
に
一
人
が
ス
ポ

ー
ツ
参
加
経
験
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
男
女
別
に
み
る
と
ス
ポ

l

か
で
も
男
性
の
ほ
ぼ
三
人
に
二
人
が

現
在
県
が
進
め
て
い
る
主
要
施
策

に
つ
い
て
知

っ
て

い
る
も
の
は
「
北

陸
新
幹
線
建
設
促
進
」
が
九
一

・
八

ば
と
い
う
高
い
率
で
ほ
ぼ
県
民
全
体

に
知
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ポ
l

ツ
を
や
っ
た
か
ど
う
か
尋
ね
て

み
る
と
、
全
体
の
五
二

・
七
ば
が
、

「ゃ

っ
た
」
と
答
え
、
四
七
・
三
ば
の
人

」
の
「
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
に

年
の
非
行
防
止
L

に
集
中
し
て
い
る
。

警
察
に
特
に
力
を
入
れ
て
や
っ
て

親
し
ん
で
い
ま
す
。

次
い
で
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
体
操
、

ほ
し
い
こ
と
を
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、

「
暴
力
団
の
取
締
り
」
(
五

一
・
一
一
ば
)

と
「
少
年
の
非
行
防
止
」
(
五

0
・
一

ば
)
が
二
人
に
一

人
の
割
合
で
多
く
、

こ
れ
ら
二
つ
に
対
す
る
要
望
が
特
に

強
く
な

っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
麻

ツ
を
「
ゃ
っ
た
」
と
す
る
人
で
は
女

性
(
四
三

・
二
ば
)
よ
り
男
性
(
六

三

・
七
ば
)
が
多
く
、
年
齢
別
で
は
、

若
い
年
代
の
人
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
参
加

経
験
の
あ
る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り

リ
ズ
ム
体
操
」
、
「
ス
キ

l
・
ス
ケ

l

な

わ

と

び

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ

ノ
グ

登

山

ハ

イ

キ

ノ

グ

卓

球

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ

ズ

ム

体

操

ラ
ジ
オ
。

テ
レ
ビ
体
繰

ゲ

l

ト

ポ

ル

(40-49歳) (%) I (50-59歳) (%) I 58.0 (60歳以上〉

( N~120 ) 50 146.6 ( N~73 ) 50叫斗 (N ~50 ) 

ト
」
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
「
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
」

と
続
い
て
い
ま
す
。

次
い
で
「
富
山
空
港
へ
の
ジ
エ
ツ

ト
機
就
航
」
を
知

っ
て

い
る
人
が
五

女
性
で
目
立
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
は
、

五
・二
江
と
半
数
余
り
存
下
白
め
た
ほ
か

「
国
立
高
岡
産
業
短
期
大
学
の
設
置
」

(
四
八

・
一
口
)
、
「
小
矢
部
川
流
域
下

水
道
の
整
備
」
・
:
と
な

っ
て
い
ま
す
。

次
に
県
の
施
設
で
は
「
県
立
近
代

美
術
館
」
次
い
で
「
勤
労
者
い
こ
い

の
村
」
「
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
L

が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
続
い
て
「
立

山
風
土
記
の
丘
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

来
年
、
富
山
県
が
置
県
百
年
を
迎

え
る
こ
と
を
県
民
が
知
っ
て
い
る
か

「
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
体
操
、
リ
ズ
ム

二
十
歳

1
三
十
九
歳
の
人
で
は
七
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

体
操
L

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
「
バ
ト
ミ

ン

ト
ン
」
「
な
わ
と
び
」
な
ど
で
す
。

年
齢
別
に
み
る
と
、

二
十
歳
代
か

薬
・
覚
せ
い
剤
の
取
締
り
」
(
三
三

・

七
ば
)
、
「
押
し
売
り
な
ど
悪
質
な
物

品
販
売
の
取
締
り
」
(
二
九
・
ニ
バ
)

を
三
人
に
一
人
が
あ
げ
て
い
ま
す
。

ハ

レ

ホ

ル

ポ

ウ

リ

ノ

ク

オ
リ
エ

ン
テ
l
ン
ヨ
ノ

登
山
・

ハ
イ

キ

ン
グ

リ

ズ

ム

体

操

ラ
ン
オ

・
テ
レ
ビ
体
操

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ま
た
、
職
業
別
で
は
「
農
林
漁
業

(家
族
従
業
を
含
む
)
」
で
一
年
間
ス

ポ
ー
ツ
を
「
ゃ
っ
た
」
人
が
極
め
て

少
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ら
五
十
歳
代
は
「
野
球

・
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
」
が
最
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
六
十
歳
以
上
に
な
る
と
「
ゲ
ー

ト
ボ

i
ル
」
が
が
然
ふ
え
、
約
六
割

の
人
に
参
加
経
験
が
あ
り
、
ト

ッ
フ

を
占
め
て
い
ま
す
。

B 

「この 1年間に 「ゃった」スポーツ上位5位(年齢別)J 

ホ

ウ

リ

ン

ク

市

球
ハ

ド

ミ

ノ
ト

ノ

リ

ズ

ム

体

操

ラ

ン
オ

テ

レ

ビ

体

操

郎
副
球

ソ
フ

ト

ホ

ル

そ
れ
で
は
「
ゃ
っ
た
」
と
答
え
た

人
に
、
そ
れ
は
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で

(%) I (30-39歳〉 似)

501 114 ( 的 ~ 170 ) 50 

1 40.0 
40 

す
か
と
聞
い
て
み
ま
す
と
、
「
野
球
・

水

伸

一1
j

n
6
 

1

ウ
F

L

ド

ヲ

l
J

〆

y

、1

2

『

l

:

白
川

ベ

ハ

ト

ミ

ノ

ト

/

立同居

N

ス
キ
l

ス
ケ
ー
ト

の
加

(

ト

度
参

思

ノ
フ
ト
ホ

ル

程

ツ回
一1

ボ

ハ

レ

l

ホ

|

ル

週

ス

ノ

ト

ミ

ノ

ト

ノ

は

テ

ニ

ス

限

ホ

ウ

リ

〆

ク

ト
母

ス
キ
l

A
ケ

l
ト

町
球

ソ
フ
ト
オ
ー
ル

ど
う
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
よ
く

知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
全
体

の
二
五

・
九
ば
で
、
県
民
の
四
人
に

一
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ
れ
て
、

(%) 1""" (20-29歳〉152.0 
51) I n (N ~ 102) 

ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す

D

県
の
施
策
の
周
知
状
況
は
、

「北
陸

新
幹
線
建
設
促
進
」
の
周
知
率
が
、

九
一
・
八
は
で
、
広
く
県
民
に
知
ら

そ
し
て
、
「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」
と

い
う
人
が
最
も
多
く
三
七
・

二
ば
で

す
が
、
「
知
ら
な
い
」
と
す
る
人
も
三

40 

30 

20 

ハUl
 

ハ
・
八
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
置
県
百
年
記
念
事
業
と
し

日
本
放
送
「
こ
ん
に
ち
は
富
山
県
で

す
」
五
四

・
一
江
、
富
山
テ
レ
ビ
「
一

一
O
万
人
の
ひ
ろ
ば
L

三
九
・
四

ば
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
聴
活
動
で
は
、
「
県
政
パ
ス
教
室
」

を
知
っ
て
い
る
人
が
コ
二

・
八
ば
、

「
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

・
知
事
と
語

辺そ 54 55 56 57 

1 位
物価，消費生活 物価，消費生活 物 IrHi.消費生活 物価，消 t!(生活

(50.5) (60.6) (51.3) (47.1) 

2 位
社 j?; 、 主J ね上 社 左z込" 福i ね上 宇土 ノ~ミ、

私l?社 ~こミ、 福 f止
(40.3) (42.9) (29.9) 

3 I立
医療. (呆 1鐙衛生 医療，保健衛生 医療. f呆{建衛生 f 十交 :t!x: ヨ同白

(32.1) (34.1) (30.7) (26.7) 

4 位
雇用安定，労働対策 雇用安定，労働対策 チ 校 教 育 医療，保 健衛生

(24.1) (25.0) (29.8) (24.5) 

5 位
交 通 安 :'I土、北陸新幹線 雇用安定，労働対策 下ノk 道主主備

(21. 4) (21.8) (28.0) (22.9) 

6 f立
上下水道整備 父 通 安 全 /: 下水道整備 北陸新幹線

(21. 3) (21. 3) (27.6) (20.3) 

7 位
公 ，主三口一全正ど Il)j l上 公 量口三: 防 交 通 安 全 青少年健全育成

(17.6) (17.6) (25.2) (20.2) 

8 I立 子 校 数 育 /'. .下水道整備 北陸新幹線 雇用安定，労働対策

(17.4) (17.2) (20.5) (20.0) 

9 位
道 路 護 1稿 道 E各 整 i鵡 青少年健全育成 道 路 宅差 備

(16.9) (16.4) (20.3) (17.4) 

10 位
北陸 新幹線 中小企業対 策 道 路 整 i荷 父 通 安 土外¥

(16.6) (16.0) (19.4) (15.3) 

置県 100年の周知状況

て
計
画
さ
れ
て
い
る
行
事
の
中
で
見

た
り
、
聞
い
た
り
、
参
加
し
て
み
た

い
と
思
う
も
の
を
あ
げ
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ

の
結
果
「
博
覧
会
」
が
も

っ
と

県政への要望

も
多
く
、
次
い
で
「
郷
土
の
歴
史
館
」

る
つ
ど
い
」
が
一
九

・
O
江
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
特
産
品
な
ど
の
展
示
会
」
「
祭
り
な

ど
の
催
し
」
な
ど
が
上
位
を
占
め
ま

口91.8

県
政
広
報
の
周
知
状
況
で
は
、
新

聞
「
み
ん
な
の
県

政
」
が
五
八
・
八

ば
で
ト
ッ
プ
を
占

め
、
つ
い
で
テ
レ

(N=978 ) 

g 

60 

ビ

「
こ
ん
に
ち
は

富
山
県
で
す
」
と

な
っ
て
い
る
。

40 

県の主要施策の認知の状況

県
政
広
報
及
び

県
に
最
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
の

公
聴
活
動
の
周
知

は

「物
価
・
消
費
生
活
」
で
あ
る
。

つ
い
で

「社
会
福
祉
L

、
「学
校
教

育」、

「医
療
・
保
健
衛
生
」
、

「下
水

道
整
備
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

県
政
に
つ
い
て
県
民
が
力
を
入
れ

次
い
で
「
社
会
福
祉
」
「
学
校
教
育
」

「
医
療

・
保
健
衛
生
L

「
下
水
道
整
備」

な
ど
に
対
す
る
要
望
が
目
立
ち
以
下
、

「
北
陸
新
幹
線
」
「
青
少
年
健
全
育
成
」

「
雇
用
安
定

・
労
働
対
策
」
な
ど
の
順

で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
最
も
要
望
度
の
高
い
「
物
価
・

年
度
か
ら
低
下
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
学
校
教
育
L

「
青
少
年
健
全

育
成
」
の
ラ

ン
ク

・
ア
ッ
プ
は
昨
年

に
引
続
き
み
ら
れ
る
も
の
で
、
青
少

20 

状
況
を
調
べ
て
み

土
A
F
1
U

九~
。

富山空港へのジェ y 卜機就航

国立高間産業短期大学の設置

太 閤山ランドの建設

テクノホリス(高度技術集積
都市)建設機想

立ILJ山鏡レ クリエーション地
域の整備

県営総合体育センターの建設

新 しi い総合計画の策定

北陸新幹 線 建 設 促 進

新
聞
「
み
ん
な

小矢部川流域下水道の整備

の
県
政
」
「
県
か
ら

の
お
知
ら
せ
」
を

知
っ
て
い
る
人
が

年
非
行
及
び
校
内
暴
力
な
ど
の
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
社

て
ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
物
価・

消
費
生
活
」
に
対
す
る
要
望
が
も
っ

と
も
多
く
県
民
の
ほ
ぼ
二
人
に

一
人

が
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

会
状
況
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み

消
費
生
活
」
は
五
十
年
以
来
毎
年
ト

ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨

五
八
・
八
ば
で
ト

ッ
プ
を
占
め
、
北

ら
れ
ま
す
。



⑩ る探を機転の県山由
E

国

昌
目
w
苧
由
沼
⑭
司
自
昌

ー
日
満
産
業
大
博
覧
会
の
開
催
、
昭
和
十
一
年
四
月
十
五
日
|

日
本
海
時
代
の
幕
あ
け

昭
和
八
年
五
月
九
日
、
富
山
県
置

県
五
十
周
年
記
念
行
事
が
県
内
各
地

で
挙
行
さ
れ
た
。
だ
が
、
人
び
と
を

翌
年
に
満
州
国

満
州
事
変
の
結
果
、

が
建
設
さ
れ
、

日
本
は
圏
内
不
況
の

出
口
を
こ
の
満
州
国
と
の
い
わ
ゆ
る

と
り
ま
く
状
況
は
よ
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
昭
和
四
年
に
起
こ
っ
た
世

日
満
経
済
ブ
ロ

ッ
ク
の
形
成
に
求
め

て
い
た
。

界
恐
慌
の
波
動
は
日
本
中
を
大
不
況

に
落
と
し
入
れ
た
が
、
県
内
で
も
都

昭
和
七
年
四
月
十
九
日
、
県
会
議

事
堂
に
鈴
木
知
事
以
下
県
内
行
・
財

市
、
農
村
を
問
わ
ず
人
び
と
は
大
不

況
の
ど
ん
い
肱
に
あ
え
い
で
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
六
年
に
起
こ
っ
た

政
界
の
主
だ

っ
た
人
び
と
約
百
名
が

集
ま
り
、
富
山
県
対
岸
貿
易
拓
殖
振

興
会
を
結
成
し
た
。
世
に
言
う
日
本

県
後
の
半
世
紀
聞
に
蓄
積
さ
れ
た
人

び
と
の
英
知
と
努
力
の
結
実
し
た
も

の
、
と
み
れ
な
く
は
な
い
。
日
満

ア

は
明
治
以
来
の
東
岩
瀬
開
港
や
高
山

線
の
開
通
に
託
し
た
積
年
の
願
い
と

ぞ
の
た
め
の
努
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

ル
ミ
、
日
曹
製
鋼
、
興
国
人
絹
な
ど

の
大
工
場
の
立
地
を
可
能
に
し
た
の

だ
か
ら
で
あ
る
。

大
成
功
だ
つ

た

日

満

博

富
山
商
工
会
議
所
会
頭
が
「
富
山

っ
た
。

打
ち
続
く
農
村
不
況
や
本
禍

の
中
で
、
そ
の
開
会
が
危
ぶ
ま
れ
な

が
ら
も
世
紀
の
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

「
日
満
産
業
大
博
覧
会
」
は
、
昭
和

十

一
年
四
月
十
五
日
か
ら
五
十
五
日

市
を
中
心
に
博
覧
会
を
開
設
す
る
こ

と
」
に
関
す
る
意
見
書
を
知
事
に
提

出
し
た
の
は
ま
さ
に
置
県
五
十
周
年

に
当
た
る
昭
和
八
年
五
月
九
日
で
あ

海
時
代
の
閉
幕
で

あ
っ
た
。

同
会
の
目
的
は

満
州
国
と
の
交
易

の
振
興
に
あ
り
、

そ
の
た
め
富
山

北
鮮
聞
の
航
路
の

拡
充
を
め
ざ
し
て

い
た
。
こ
の
大
陸

日満博の入口風景

い つ 組富と
って 合山の
た活の県交

発倉Ij 満流
化立蒙は
しと輸翌
てな出年

不

況

の

大
正
以
降
の
富
山
県
の
工
業
化
の

あ
と
を
み
る
と
三
つ
の
山
場
が
あ
る
。

そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
全
国
的
不
況
期

に
当
た
っ
て
い
る
。
第

一
次
大
戦
後

の
不
況
期
、
昭
和
恐
慌
期
、
そ
し
て

昭
和
十
年
前
後
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

時
期
に
日
本
の
代
表
的
工
業
が
富
山

聞
に
わ
た

っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

」
の
間
入
場
者
は
九
十
万

千
人

(当
時
の
県
人
口
は
約
八
十
一
M
人

後

半

世

紀

の

基

盤

博
車
会
の
、
王
会
場
と
な
っ
た
新
総

曲
輪
地
区
は
明
治
末
年
神
通
川
の
直

流
化
(
俗
に
馳
越
川
)
に
よ
っ
て
生

じ
た
神
通
川
埋
立
地
(
俗
に
廃
川
地
)

で
あ
っ
た
。
民
川
地
処
分
は
明
治
末

の
難
題
で
あ
り
、
大
正
期
す
で
に
富

山
序
運
一
川
開
削
に
よ
る
土
砂
に
よ

っ
て

宅
地
造
成
を
な
す
計
画
が
な
さ
れ
て

い
た
も
の
の
若
工
し
た
の
は
昭
和
五

年
で
あ

っ
た
。
買
手
の
な
い
威
川
地

は
博
覧
会
会
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

で
活
性
化
し
、
開
会
を
前
に
県
庁
や

放
送
局
、
電
気
ビ
ル
な
ど
が
落
成
し

年 月 でき ごと

8 4 北鮮航路の命令航路指定

5 置県50年祝賀、日満博建言

6 農業移民38人満州へ(第 1次)

8 呉羽紡績大門工場

10 富山飛行場開航

10 越中鉄道(富山・新湊)開通

10 昭和電工

10 日清紡富山工場

9 4 日本繊維工業

9 日本カーボン

10 高山線全通

10 日本曹達高岡工場

10 立山重工

10 富岩運河開通

6 日満アルミ富山工場

8 県庁舎落成 (117万円)

10 日本カーバイト

12 NHK富山放送局開局

12 呉羽紡績入普工場
ト一一一

11 1 日本高周波(新湊)

4 富山電気ビル

4 富山新大橋

4 日満産業大博覧会

4 日曹製鋼

9 郷土研究誌「高志人」発刊

10 地鉄本線(富山・桜井)開通

11 富山化学工業

日満博への足どり

10  

克

sIl 
ヘ
進
出
し
て
き
た
理
由
と
し
て
は
豊

か
な
水
と
電
力
資
源
、
そ
し
て
、
良

質
の
労
働
力
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

昭
和
十
年
の
場
合
は
や
や
様
相
を
異

に
し
て
い
た
。

そ
れ
は
日
満
経
済
ブ
ロ

y
ク
の
形

成
を
パ
、
不
と
は
し
て
い
る
も
の
の
置

出
品
参
加
は
四
十
六
道
府
県
の
す
べ

て
に
及
、
び
、
産
業
県
富
山
の
名
を
全

固
に
と
ど
ろ
か
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

て
富
山
市
は
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
近

代
的
な
装
い
を
持
つ
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
の
昭
和
十

一
年
は

H
本
の
歴
史

の
大
き
な
転
換
の
年
で
あ

っ
た
。
こ

の
年
の
二

・
二
六
事
件
に
よ

っ
て
軍

部
の
独
裁
体
制
が
決
定
づ
け
ら
れ
、

日
中

・
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
て

ゆ
く
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
日
本
史
の
流
れ
と
は
無

縁
で
は
な
か

っ
た
が
、
年
表
に
み
る

と
お
り
、
こ
の
こ
ろ
の
富
山
県
勢
の

発
展
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。

国
際
的
な
大
博
覧
会
を
成
功
さ
せ
る

た
め
の
県
民

一
致
の
か
け
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
で
あ
り
、
転
禍
為
福
を
願

1 1 

う
越
中
人
の
心
を
こ
こ
に
も
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

い
え
る
こ
と
は
、
こ
の
置
県
半
世

紀
の
到
達
点
が
同
時
に
富
山
県
の
後

の
半
世
紀
へ
の
確
実
な
出
発
点
で
は

な
か

っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

富
山
近
代
史
研
究
会高

井

進



ニ
ズ
ワ
イ

ガ

-圃圃晦

ぺ
二
ズ
ワ
イ
ガ
二
は
、
日
本
海
の
四
百

M
以
深
の

海
底
に
生
息
す
る
ズ
ワ
イ
属
の
力
二
で
、
そ
の
名
の

通
り
体
は
や
や
赤
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。
特
に
六
十

度
以
上
の
温
水
で
ゆ
で
る
と
真
赤
に
染
ま
り
ま
す
。

魚
津
市
は
、
こ
の
ぺ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
二
漁
の
発
生
地

で

(魚
津
の
漁
業
者
浜
多
虎
松
さ
ん
が
、
寵
縄
漁
法

を
考
案
し
て
か
ら
、
急
速
に
漁
船
数
、
漁
獲
量
が
増

加
し
た
)、
漁
獲
量
も
県
内
一
で
す
。

身
は
、
薄
紅
、が
か
っ
た
色
で
、
よ
く
ひ
き
し
ま
り
、

酢
の
も
の
、
蒸
し
も
の
な
ど
と
し
て
料
理
す
る
の
が

一
般
的
で
、
美
味
を
求
め
て
遠
方
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
す
。

1年の無事を願い大幣を焼く愛宕神社の火祭り

大幣を境内に運び入れる

愛
宕
神
社
の

火

祭

り

魚
津
の
愛
宕
神
社
で
は
、
二
百
余
年
前
か
ら
続
い

て
い
る
と
い
わ
れ
る
伝
統
的
な
火
祭
り
が
一
月
二
十

六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一
月
二
十
五
日
名
町
内
で
は
、
五
、
六
M
も
あ
る

竹
ざ
お
の
上
部
に
、
械
や
金
銀
・
組
白
の
幣
、
そ
し

て
神
と
し
て
の
七
福
神
な
ど
の
面
や
扇
子
な
ど
を
結

び
つ
け
た
大
幣
を
作
り
、
こ
れ
を
太
鼓
を
備
え
た
台

車
に
た
て
ま
す
。

二
十
六
日
に
は
、
町
内
の
代
表
者
が
こ
の
大
幣
を

神
社
境
内
に
持
ち
運
び
、
宮
司
が
析
と
う
を
し
た
後
、

一
般
の
左
義
長
と
同
じ
よ
う
に
、
正
月
の
い
ろ
い
ろ

な
飾
り
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
焼
き
ま
す
。

も
と
は
、
山
人除
け
の
祭
り
と
か
、
山
〈伏
せ
の
行
事

で
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
意
味
が
拡
大
さ
れ
、

今
で
は
家
内
安
全
、
息
災
延
命
な
ど
広
く
災
難
除
け

の
祭
り
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

守2守3
冬の味覚ペニス*ワイガ二



既
に
、
農
業
後
継
者
八
十
六
名
、

青
年
農
業
士
三
百
八
十
二
名
、
中
核

農
業
士
千
七
百
十
名
が
認
定

・
登
録

件

将来自立して農業を経営しようとするおおむね18歳から25成までの者であること 。

自己の創造と責任において、農業の経営脱模拡大、メは経営改許:を行う計画の樹立が記

込まれる者であること 。

要
，_L-

疋
三刃
日，己、

モデル農家認定要件

分

ア

イ

区

さ
れ
て
い
ま
す
。

」
れ
ら
の
認
定
・
登
録
者
の
も
つ

優
れ
た
能
力
を
地
域
農
業
の
振
興
に

ウ.講座制研修を受講するとともに青少年の集r.[1活動に積極的に参加し、 l↓I心的活動ができ

ると見込まれるものであること。

エ その他、知事が必要と認める要件を満たす者であること。

ア.講!虫制研修を修めた者又は知事がこれと同等以上の資質を有すると認めた者であること 。

イ.一定の営農経験を有し、かつ将来とも農業経営を実践して地域農業の推進者になると比

込まれる26歳から35歳までの者であること 。

ウ.集団活動に積極的に参画し、中心的活動ができると見込まれる者であること 。

エ.その他、知事が必要と認める要件を満たす者であること 。

農業後継者

E 

-

青年農業士

ア.自立経営を行っているか又は自立経営を目さす意欲的な36歳から59歳までの者であること 。

イ.農業技術、経営管理能力等において優れており、自ら営む農業経営の内容がその地域の

一定水準以上であること。

ウ.地域農業に対する貢献度及び社会的信頼度が高いと認められる者であること 。

エ その他市町村長が必要と認める要件を満たす者であること。

中核農業士

宵

成

を
目
指
し
て

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
産
物
の
生
産

あ
る
富
山
県
づ
く
り
の
基
礎
を
担
っ
て
い
る
農
業
を
、

調
整
や
価
格
の
伸
び
悩
み
、
生
産
資
材
の
値
上
が
り

い
っ
そ
う
充
実
強
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
消
費
動
向
に

な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
兼

む
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

業
化
、
労
働
力
の
高
齢
化
な
ど
が
今
後
ま
す
ま
す
進

即
応
し
た
農
畜
産
物
を
安
く
、
安
定
的
に
供
給
す
る

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、
活
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
と
も
に
、
生
産
性
の
高
い
農
業
を
確
立
す
る
こ
と

一一意
欲
あ
る
宅
一一
一
一一ア
ル
一一一一一J

f

ん
一
一
一
一
農
家
の
育
成
一
が
急

v

務
ι

一

さ

戸Jli--
一U

一一-1γ
-
J
¥
l
J
一-一七

九日b-
白
匂
同
ι

本

F
ト
u
t
lh十
L
h
[L
f
F
f
t
u

仙
こ
の
よ
う
な
農
業
は
、
農
業
者
自

記
身
の
創
意
工
夫
と
経
営
努
力
を
基
本

嬬
と
し
な
が
ら
、
中
核
農
家
と
兼
業
農

糾
家
が
協
力
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
力

す
強
い
農
業
を
築
き
上
げ
て
い
く
「
地

定山
一
域
農
業
」
を
進
め
る
こ
と
に
よ

っ
て

杭
実
現
で
き
る
も
の
で
す
。

一
仰
な
か
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の

ゆ
中
心
的
な
仰
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ

弄
升で

る
地
域
農
業
の
モ
デ
ル
的
リ
ー
ダ
ー

は
の
育
成
が
、
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

+ん、弐
こ
の
た
め
、
県
で
は
五
十
四
年
度

雪
か
ら
、
市
町
村
、
農
業
団
体
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
農

業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
「
モ
デ
ル

農
家
育
成
事
業
L

を
実
施
し
て
い
ま

す
。でム農

[認25業':1

1手持:1
r.::'登:壬;，、!:]
I:r録 ;~:':;:欲 j
1 制 ・~<~\:1
lソ度ン

生
か
す
た
め
、
次
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

〈
〉
農
業
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
地
域
農
業
を
担
う
中
核
農
業
者
と

し
て
必
要
な
技
術
や
知
識
な
ど
の
習

得
を
図
る
た
め
、

三
年
間
の
講
座
制

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

4
H
ク
ラ
ブ
な
ど
自
主
的

な
組
識
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
能
力

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

〈
〉
青
年
農
業
士
に
つ
い
て
は
、
中
堅

的
な
農
業
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上

と
仲
間
と
の
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
、

学
習
会
、
研
究
会
の
開
催
や
県
外
先

進
地
へ
の
派
遣
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

〈
〉
中
核
農
業
士
に
つ
い
て
は
、
総
合

的
な
能
力
の
向
上
を
は
か
り
、
地
域

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

果
し
て
も
ら
う
た
め
、
中
核
農
業
士

協
議
会
を
組
織
し
、
研
究
会
や
情
報

交
換
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

認
定
….…登
録
ぬ
い

一一，
J

手
続
き
は

ソ~

農
業
後
継
者
・
お
よ
び
青
年
農
業
士

に
つ
い
て
は
、
各
市
長
町
村
長
が
在

こ
の
事
業
は
、
県
内
で
農
業
経
営

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
青
年
農
業
者

や
中
核
的
農
業
者
を
知
事
が
認
定

・

登
録
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
業
者
に
社
会
的

な
評
価
と
位
置
づ
け
を
行
い
、
経
営

向
上
の
た
め
の
励
み
と
目
標
を
与
え
、

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意

昭和57年度モデル農家の認定・登録者数と経営類型
農業後継者(認定) 青年農業士(認定) 中核農業士(登録)

住
の
青
年
農
業
者
の
中
で
、
認
定
要

件
を
満
た
す
者
を
認
定
候
補
者
と
し

て
知
事
に
推
薦
し
ま
す
。
そ
し
て
、

欲
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
認
定

・
登
録
者
に

対
し
て
経
営
能
力
な
ど
を
向
上
さ
せ

14  

る
た
め
の
指
導
援
助
を
強
化
す
る
も

の
で
す
。

認
定

・
登
録
制
度
に
は

知
事
が

認
定
す
る
「
農
業
後
継
者
」

お
よ
び

「
青
年
農
業
士
」
、
各
市
町
村
長
が
認

定
し

知
事
が
登
録
名
簿
に
登
載
す

る
「
中
械
農
業
士
」
が
あ
り

そ
れ

ぞ
れ
の
認
定
要
件
は
、
次
表
の
と
お

り
で
す
。霊1

を:'g~" ":業:

[期的の;i

iLJ議- J 

知
事
は
、
農
業
改
良
普
及
所
長
の
意

見
を
聞
き
、
県
の

「
認
定
委
員
会
」

の
審
査
を
経
て
認
定
し
ま
す
。

ま
た
、
中
核
農
業
士
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
長
が
関
係
機
関
な
ど
で
構
成

す
る
「
市
町
村
中
核
農
家
対
策
協
議

会
」
の
意
見
を
聞
き
、
認
定
要
綱
に

基
づ
き
認
定
し
、
知
事
が
登
録
者
名

簿
に
登
載
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
・

登
録
期
間
は
、

原
則
と
し
て
二
ヵ
年
で
す
が
、
再
認

定
、
再
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
が

、
市
川
匂

一

日
H

一一一
一一体
色
な
っ
た
二

…一

…川
育
成
対
策
を
推
進
弘

県
で
は
、
市
町
村
や
関
係
機
関

・

団
体
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
、
認
定
・

登
録
者
が
モ
デ
ル

的
な
農
業
経
営
を

15  

行
え
る
よ
う
指
導
援
助
を
行
う
と
と

も
に
、
農
業
制
度
資
金
や
青
年
農
業

者
育
成
基
金
な
ど
を
活
用
し
た
総
合

的
な
育
成
施
策
を
行

っ
て
い
ま
す
口

ま
た
、
今
後
も
、
モ
デ
ル
農
家
を

確
保
育
成
す
る
た
め
、
各
種
の
研
修

や
補
助
・
融
資
な
ど
の
充
実
強
化
に

努
め
ま
す
。



町
)
、
草
島
、
柳
町
、
太
田
、
附
属
(
富

山
市
)
、
大
門
(
大
門
町
)
、
新
湊
(
新

湊
市
)
、
横
田
、
博
労
、
能
町
(
高
岡

市
)
、
窪
(
氷
見
市
)
、
大
谷
(
小
矢
部

市
)
、
庄
南
(
砺
波
市
)
、
庄
川
(
庄
川

町
)
、
以
上
十
九
校
。

富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
昭

ま
た
、
制
作
学
年
も
さ
ま
ざ
ま
で

和
五
十
八
年

一
月
五
日
(
水
)
か
ら

小
学
校
低
学
年
か
ら
中
学
校
三
年
生

月
三
十
日
(
日
)
ま
で
の
二
十
三
日
間
、

ま
で
の
児
童

・
生
徒
が
、
絵
具
を
、

ち
ぎ
り
和
紙
を
、
あ
る
い
は
紙
粘
土

や
布
な
ど
を
材
料
に
作
り
あ
げ
た
も

校 の昨
のこ壁年
なの画度
か展 '83 に
か覧」引
ら会をき
三は開続
十、催き

校県しベ
を内まわ
招 小 す た
待 ・ 。 し
し中 た
学ち

の
で
す
。

こ
の
展
覧
会
を
機
会
に
、
小
・
中

学
生
の
皆
さ
ん
が

一
層
美
術
に
親
し

〈
中
学
校
〉
朝
日
(
朝
日
町
)
、
鷹
施

(
黒
部
市
)
、
西
部
、
奥
田
(
富
山
市
)
、

一
月
十
五
日

講
師
を
か
こ
ん
で

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
児
童
生
徒
が

夏
休
み
か
ら
二
学
期
に
か
け
て
制
作

み
、
積
極
的
に
創
造
活
動
に
参
加
し

新湊小学校「全力」

ま
す 展

覧
会
開
催
中
の

土
曜
の
つ
ど
い

1 6  

一
月
八
日

映
画
会

①
第
一
回
寸
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
」

②
幼
児
の
絵
を
こ
ん
な
ふ
う
に
見
て

い
こ
う
。
(
ス
ラ
イ
ド
)

し
た
壁
画
を
展
示
す
る
も
の
で
、
作

品
の
大
き
さ
も
、
テ
ー
マ
も
、
素
材

も
、
す
べ
て
自
由
で
、
学
校
ご
と
に

城
山
(
婦
中
町
)
、
五
位
(
高
岡
市
)
、

灘
浦
(
氷
見
市
)
、
射
北
(
新
湊
市
)
、

福
光
(
福
光
町
)
、
般
若
(
砺
波
市
)
、

以
上
十
校
。
富
山
ろ
う
学
校
を
加
え
、

て
い
く
よ
う
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

出
品
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
す
。

〈小
学
校
〉
黒
東
、
入
善
(
入
善
町
)
、

大
町
(
魚
津
市
)
、
寺
家
(
滑
川
市
)
、

上
市
中
央
(
上
市
町
)
、
上
滝
(
大
山

合
計
三
十
校
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

1月5日吟 1月30日県立近代美術館

入善小学校「末来の入善町」

講
師

長
谷
川
総
一
郎
氏

(富
山
大
学
助
教
授

お
は
な
し
「
紙
と
あ
そ
び
」

一
月
二
十
二
日

映
画
会
(
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン

①
川
本
喜
八
郎
作
「
道
成
寺
」
「
お
に
」

②
久
里
洋
二
作
「
二
匹
の
サ
ン
マ
L

他

一
月
二
十
九
日

映
画
会

一
月
八
日
と
同
じ
内
容
の
予
定
で

す
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
)

※
土
曜
の
つ
ど
い
は

い
ず
れ
も
午

後
二
時
か
ら

一
階
ホ
ー
ル
で
行
い

鷹施中学校「強く美しく」

.唱を鈴-t1tU竃 . "tも-c..~司監:'4')Jl"とをこの践で.かめ
た..伸一
~~監の鰐ま.ん予選Eとの.らいt:"t; k ス・14
そのひとづひと吻か今It.LIJt今k1.4"おむな『τ鯵吋τきます.
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事警かす可書 gt~1Þ今 f! ltおと~t . 費量1.\、緩いt祭器 f:: ~ さん
つ<~Z とができた.

刊フ

富山西部中学校「私たちの修学旅行」
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観
光
映
画
「
い
い
人
い
い
昧

料理飲食等消費税の

が占税必))免

引き上けられま

(1 

い
き
い
き
富
山
」
完
成

富
山
県
に
は
、
立
山
・
黒
部
峡
谷

を
始
め
、
合
掌
の
里
五
箇
山
、
氷
見

海
岸
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観

と
、
古
く
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
銅
器

・
木
彫
な
ど
文
化
の
香
り
高

い
伝
統
工
芸
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
湾
に
は
ブ
リ
・
ア
マ
エ

に覚ピ
イ云 が
えあホ
るりタ
絢1 、 Jレ
燭 A 里イ
豪にカ
華はな
な桃ど
御山の
車文新
山化鮮
やをな
勇今味

壮
な
た
で
も
ん
・
夜
高
行
灯
、
そ
し

て
情
緒
あ
ふ
れ
る
お
わ
ら
風
の
盆
や

麦
屋
祭
な
ど
郷
土
色
豊
か
な
魅
力
あ

る
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

」
の
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
観
光
資
源

を
広
く
全
国
の
人
々
に
紹
介
す
る
た

め
、
観
光
映
画

「
い
い
人
い
い
昧
い

き
い
き
富
山
』
を
制
作
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
富
山
県
が
誕
生
し
て

か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
を
迎
え
る
記
念

す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の

記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
四
月
二
十
五
日
か
ら

八
月
二
十
四
日
ま
で
の
四
ヵ
月
間
に

料
理
飲
食
等
消
費
税
の
免
税
点
が
昭
和
五
十
八
年

一
月

一
日

か
ら
改
正
さ
れ
、
税
の
か
か
ら
な
い
範
囲
が
拡
大
し
ま
し
た
。

(別
表
)

な
お
、
利
用
料
金
が
免
税
点
を
起
え
、
税
が
か
か

っ
た
場
合

に
は
、
八
ム
給
領
収
証
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

庖の種類 現 行 改 正

旅館害iうr ll 宿 泊 1人 1泊につき 4，000円 l人 l泊につき 5，000円

飲 食 等

菩 泊宿
宿泊 1人 l泊につき 4，000円 1人 1泊につき 5，000円

通
し

追夜宿食加泊間者料食の理等 1人1回(伴1泊うご場と合)2，000く円) 1(遊人興1回を(伴1泊うご場と合)2は，除500く円) 
た (遊興を は除

旅
; 昼宿泊者の食 (1遊人興1を回伴にうつ土き 2，000く円) (1遊人興1を回伴にうつ場き合2は，除500く円) 

能
場合は除

飲食等 (1遊人興1を回伴にうつ場き合2は司0除00く円) (l遊人興1を色伴lにうつ場き合2は，5除00く円) 

料理店・パー・キャバレー

飲食庖 ・喫茶庖 (l遊人興1を回伴にうつ場き合2は，0除00く円) (1遊人興1を同伴にうつ場き合2は，5除00く円) 

出前 ・仕出し 1人分について 2，000円 1人分について 2，500円

(チ買あっらケてか飲じッ食め食すト券る食庖を)堂 l品の価格が 1，000円 今回は改正なし
」

免税点の改正内容

割ぽう旅館及び普通旅館の宿泊者に対する基礎控除額 (2.000円)は現行どおり です。

@タイトル

いい人いい味いきいき富山

格

(1)16ミリ映画

ビデオテープ

(2)総天然色

(3)映写時間・・・・・・24分
同円

合

といきいき富山ミにふさわしい 1人のイ

メージガールを登場させながら、年聞を通

じて繰り広げられる郷土色豊かなおわら風

の盆、こきりこ祭り、御車山祭、たてもん、

夜高祭などにあわせて、高岡銅器、井波木

彫などの伝統産業を織り込みながら、「春の

めざめ」から始まり、「夏の訪れ」、「秋の彩

り」、「冬の息吹き」・・・ と魅力あふれる富山

県を四季を追って編集しています。

わ
た
り
国
鉄
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
、

「
い
い
人
い
い
昧
い
き
い
き
富
山
」

を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
的
な

観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
い
た
し

ま
すこ

の
観
光
映
画
は
、
こ
れ
ら
の
機

会
を
十
分
に
活
用
し
、
県
内
外
の
皆

さ
ん
に
「
い
き
い
き
富
山
」
の
素
晴

ら
し
さ
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
制
作
し
た
も
の
で
、
無
償
で
貸

観光映画の概要

-規

!"す

し
出
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
種
の

宣
伝
活
動
・
社
内
研
修

・
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈申
し
込
み
先
〉

富
山
県
商
工
労
働
部
観
光
物
産
課

一T
9
3
0

富
山
市
新
総
曲
輪
l
番
7
号

合

0
7
6
4

泊

4
1
1
1

(内
線
5
1
7
)

@内

収
支
報
告
書
の
提
出
は

お
早
め
に
グ

政
治
家
の
後
援
会
な
ど
の
政
治

団
体
は
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
毎
年
の
収
支
の
状
況

を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

富
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

今
月
か
ら
昭
和
五
十
七
年
分
の
収

支
報
告
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
点
に
十
分
留
意
の
う

え
、
期
日
ま
で
に
必
ず
報
告
し
て

下
さ
い
。

な
お
、

二
年
間
続
け
て
収
支
報

告
書
の
提
出
を
怠

っ
た
場
合
に
は
、

政
治
団
体
と
し
て
政
治
活
動
の
た

め
に
寄
付
を
受
け
、
ま
た
は
支
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
、
収
支
報
告
書
の
用
紙
な
ど
の

配
付
場
所

県
ま
た
は
最
寄
り
の
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会

二
、
提
出
先

富
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

(
富
山
県
庁
地
方
課
内
)

三
、
提
出
期
限

昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日

な
お
、
例
年
三
月
に
入
り
ま
す

と
受
付
事
務
が
非
常
に
混
雑
し
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
富
山
県
選
挙
管
理

委
員
会
(
電
話
0
7
6
4
1
訂

|

4
1
1
1
)
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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話
し
合
い
、
未
使
用
の
も
の
だ
け
引

取
る
こ
と
に
な
り
、
代
金
は
申
込
金

で
精
算
さ
れ
ま
し
た
。

A
V
化
粧
品
に
よ
る
皮
膚
障
害

肌
に
し
み
て
痛
い
化
粧
品
を
返
し
た
い

化
粧
品
の
買
い
方
・
使
い
方

道
を
歩
い
て
い
た
ら
「
ア
ン
ケ

l

ト
に
答
え
て
ほ
し
い
」
と
突
然
呼
び

と
め
ら
れ
て
喫
茶
庖
に
案
内
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
化
粧
品
一
式
二
十
四

万
二
千
二
百
円
の
購
入
を
契
約
し
、

申
込
金
六
万
二
千
二
百
円
を
支
払
い

宇
AF'
し
ょ
~
。

十
日
間
ほ
ど
使
用
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
肌
が
ヒ
リ
ヒ
リ
と
し
み
て
熱
く

な
る
の
で
、
使
用
す
る
の
を
や
め
、

も
と
の
化
粧
品
を
使
っ
て
み
ま
し
た

が
や
は
り
し
み
ま
す
。
化
粧
品
を
返

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

(
二
十
一
歳

会
社
員
)

回

答
〉

事
情
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
の
と

お
り
で
し
た
。

。
化
粧
品
は
十
ヵ
月
分
で
基
礎
化

化
粧
品
の
原
料
は
、
主
と
し
て
化

…
一
子
合
成
物
質
で
皮
庸
に
と
っ
て
は
異

物
で
す
。
使
う
人
の
皮
膚
の
状
態
に

よ

っ
て
は
、
障
害
も
起
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
す
。

粧
品
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
品
お
よ
び

美
容
サ
ロ
ン
の
会
員
券
、
ク
レ
ジ

ッ
卜
の
手
数
料
な
ど
合
わ
せ
て
二

十
四
万
二
千
二
百
円
の
契
約
で
あ

り
、
申
込
金
六
万
二
千
二
百
円
は

支
払
い
済
み
で
し
た
。

。
こ
の
う
ち
使
用
し
た
化
粧
品
は
、

基
礎
化
粧
品
丘
品
、
メ
ー
キ
ャ

ッ

プ
品
は
七
品
で
し
た
。

申
し
出
者
が
、
こ
れ
ま
で
三
年

。
間
使
用
し
て
き
た

S
メ
ー
カ
ー
の

化
粧
品
で
は
皮
膚
障
害
な
ど
の
異

常
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
速
、
皮
膚
科
専
門
医
に
行

っ
て

診
断
を
受
け
る
よ
う
に
す
す
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
基
礎
化
粧
品
に
よ

る
皮
膚
障
害
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
申
し
出
内
容

と
診
断
結
果
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
「
肌

と
化
粧
品
の
関
連
に
つ
い
て
研
究
を

重
ね
、
安
全
性
に
は
十
分
考
慮
し
て

い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
当
メ
ー
カ
ー

の
美
容
サ
ロ
ン
に
き
て
い
た
だ
い
て

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
資
料
(
く

ら
し
の
危
険
四
十
二
号
、
化
粧
品

H
)

に
よ
る
と
、

化
粧
品
に
よ
る
皮
膚
障

害
の
原
因
は
香
料
五

O
ば
、
色
素
四

五
一日
、
防
腐
剤
、
殺
菌
剤
五
伐
と
な

っ
て
い
ま
す
。

-
化
粧
品
の
表
示

消
費
者
が
化
粧
品
を
正
し
く
認
識

し
、
上
手
に
選
ぶ
た
め
に
は
表
示
が

重
要
な
役
割
を
持
ち
ま
す
。

薬
事
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
化

粧
品
に
「
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
成

分
」
や
「
使
用
期
限
」
な
ど
の
表
示

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
 
表
示
さ
れ
る
化
学
物
質
は
、
九

十
八
あ
り
、
過
去
に
皮
膚
障
害
を

お
こ
し
た
と
か
、
か
ぶ
れ
る
お
そ

② 
れ
の
あ
る
成
分
で
す
。

有
効
期
間
が
表
示
さ
れ
る
の
は

ビ
タ
ミ
ン

C
を
含
有
す
る
化
粧
品

で
す
。

③ 

市
場
に
で
て
い
る
全
商
品
に
新

し
い
表
示
が
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
の
は
五
十
七
年
九
月
三
十
日
か

ら
で
す
。

④ 

消
費
者
に
誤
解
を
与
え
る
表
示

に
、
「
皮
膚
に
栄
養
を
与
え
る
」
「
小

色くさん…
いちと;-q-

つトvt(j-l:ユ

使
い
方
の
説
明
も
し
た
し
、
化
粧
品

に
は
、
使
用
上
の
注
意
や
デ
メ
リ
ッ

ト
表
示
も
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
医

師
の
診
断
書
も
あ
り
、
消
費
者
と
誠

意
あ
る
交
渉
を
し
た
い
。」
と
の
回
答

で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
申
し
出

者
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
解
決
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に
あ
た
る
よ
う
メ
ー
カ
ー
に
要
請
し

宇
A
F
1レ
ル
「
」

O

メ
ー
カ
ー
で
は
、
社
内
で
検
討
し

た
結
果
、
基
礎
化
粧
品
を
使
用
分
も

含
め
て
全
部
引
取
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
品
(
卜

ラ
ブ
ル
が
な
い
)
は
、
申
し
出
者
と

ル
ル
心
移
民
d
、
歩
少
ず
く

局
伊
崎
閣
候
附
す
る

2
と
が
つ
吋
，
，
で
す
ャ
O
i
-
-

じ
わ
を
防
ぐ
」
「
肌
の
衰
え
を
防
ぐ
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
効
能
を
う
た
う
こ
と
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

-
化
粧
品
の
買
い
方
・
使
い
方

①

広

告

、

富

一伝
で
夢
見
心
地
に
な

っ
て
買
っ
た
り
、
訪
問
販
売
や
キ

ヤ
ツ
チ
セ
ー
ル
ス
で
言
わ
れ
る
ま

ま
に
、
多
種
類
を

一
度
に
買
っ
た

り
す
る
の
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。

② 

日
頃
か
ら
、
自
分
の
肌
に
つ
い

て
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
過
敏
反

21 

応
を
お
こ
す
成
分
が
含
ま
れ
て
い

な
い
か
、
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

③ 

化
粧
品
か
ぶ
れ
は
、
「
初
め
て
化

粧
し
た
時
」
「
新
製
品
に
手
を
出
し

た
時
」
「
か

つ
て
症
状
が
で
た
も
の

を
再
使
用
し
た
時
」
が
多
い
よ
う

で
す
。

-
か
ぶ
れ
た
時
は

直
ち
に
化
粧
品
の
使
用
を
全
面
的

に
中
止
し
、
専
門
医
の
診
断
を
受
け
、

ど
の
成
分
に
か
ぶ
れ
た
か
を
調
査
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。



11月16日
麗外人記者団来県

在日外国人ジャーナリスト一行 5

人が、地域産業視察のため来県しま

した。一行は、県内の主要企業や富

山八尾中核工業団地、富山新港工業

用地などを視察後、 16日、県庁を訪

れ、中沖知事と会見しました。

会見では、記者団からテクノポリ

ス構想、などについての熱心な質問が

出されました。

1 1月26日
麗置県百年記念事業を追加

富山県置県百年記念事業推進県民

会議は、第 3回目の会合を聞き、こ

れまで決定した70の記念事業のほか、

新たに全日本花いっぱい富山大会な

ど18事業を追加することを了承しま

した。

12月6日
麗北陸新幹線の

環境アセス案公表

北陸新幹線の県内通過ルート (小

杉一高岡聞を除く)の環境影響評価

(環境アセスメント)報告書案が、

鉄建公団富山新幹線建設準備事務所

から中沖知事に提出されました。

今後、公団では、この報告書案に

対する沿線住民の意見を求めるため、

報告書案の縦覧や説明会を聞き、地

元の意見を取り入れた正式の報告書

を作成し、工事実施計画を運輸大臣

ヘ認可申請することになります。

12月8日--27日
腐食品及び添加物などの

年末一斉取り締り実施

年末から年始にかけて多数の食品

が短期間に大量にかつ広域に流通す

ることによって、食品の取扱いが粗

雑、不衛生になりがちです。

そのため、県では、食品の安全性

を確保するため、食品衛生覧視員、

食品衛生指導員により、食品や添加

物などの年末一斉取り締りを実施し

ました。
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1月街頭献血日程

月日曜 場 所一 時 間 11 月日曜 1_場 pJT

1/4(火) 富山駅前

5(水) 富山駅前

5(水)，高岡駅前

8(土)1 富山駅前

8(土)I高岡駅前

1O : 00~15:00 1. 1/18(*) 小矢部市役所前 110: OO~ 15 : 30 

10 : OO~ 16 :0011 22(剖 |富山駅前 110 :OO~ 16 :00 

1O :00~15 : 30 :: 22(剖 !電鉄桜井駅前 10 : OO~ 15 :30 
1O : 00~16 :00 11 2引土)1富山駅前 11 0 : OO~ 16 : 00 

9(日)I富山西武前

15(土)1 富山西武前

15(土) 高岡駅前

I ~ ~ : ~~~ ~ ~:叶 2細 |高岡駅前 I ~ ~: ~~~ ~;: ~~ 
1O : 00~16 : 00 11 3α日)1高岡駅前 : 1 0 : OO~ 15 : 30 

1O :00~16:00 11 31(月)1福光町福祉会 1 1O : 00~15:30 
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12月98
~富山新港東部埋め立て

計画が合意

富山新港の東部海岸埋め立て計画

について、県、 地元の新湊、堀岡、

海老江の 3漁業協同組合、県漁業協

同組合連合会との聞で、漁業補償な

どに合意し、県庁で覚書に調印しま

12月9白
鶴障害者の日にキャンベーン

や功労者表彰

「陣害者の日」の 9日、県障害者

対策本部 (本部長・中沖知事)は、

心身障害者福祉事業に功労のあった

10人、 1団体を表彰しました。

また、「障害者の日」を広く県民に

した。 I知ってもらうため、キャラノ〈ン隊が

今後県では、工事の安全体策など |富山市、高岡市で街頭宣伝を行いま

について堀岡、海老江の自治振興会 |した。

の了解をとり、運輸大臣の承認を済

ませ、 4月に着工する予定です。

12月10日--21日
麗12月定例県議会開く

12月定例県議会は21日までの12日

間の日程で開会しました。

57年度一般会計補正予算案など20

案件が上程され、中沖知事が提案理

本会議で提案理由の説明をする中沖知事
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.r明日を拓く青年の翼」団員募集

県では、第13回青年海外派遣(明日を拓

く青年の翼)の団員を募集しています。

来年 5月下旬から 15日間の日程で、ブラ

ジル、アルゼンチンの 2ヵ国へ派遣します。

募集人員は、一般部門45名(うち身体障

害者 3名程度)、農業部門15名 (うち農業高

校生・短大生 3名)です。

応募資格は、一般部門20歳以上30歳未満

の男女。農業部門は、 20歳以上35歳未満の

男子で、農業に従事する者、または農業に

従事しながら農業団体に勤務する者に限り

ます。

応募者は、 12月15日から 1月14日までに

市町村役場へ申し込んで下さい。

詳しくは、市町村役場または県庁婦人青

年課宮0764-~1)-4111へお問い合わせ下さ
しミ。

また、事業主の方々には、この事業の趣

旨をご理解いただき、希望者がありました

ら応募にあたって、格別のご配意をお願い

します。

.r豊か怠郷土を拓く婦人の翼」団員募集

富山県では、置県百年にちなみ、郷土の

先人の情熱と先見性を学ぶとともに、婦人

の国際的視野を広め、相互理解を深めるこ

とを目的に、県内において活躍する婦人27

名を来年 5月下旬から 12日間の日程で、ア

メリカ合衆国、カナダへ派遣します。

応募資格は、来年 4月1日現在で30歳以

上55歳未満の婦人で、婦人の地住向上や地

域社会のために、地域・職場 ・団体などで

積極的な活動をしており、帰国後は研修の

成果を広く県内婦人に還元するにふさわし

い方です。

応募される方は、 12月中旬から 1月下旬

の聞において各市町村長が定める期間に、

市町村役場へ申し込んで下さい。ただし、

岡Tホ?にあ っては、割当人員のないところが

ありますのでご注意下さい。

詳しくは、あなたがお住まいの市町村役

場または県婦人青少年謀宮0764-(31)-4111

へお問い合わせください。



県有施設紹介⑩

明日を拓く人づくり
シリーズ

県の施策の紹介や、 暮しに欠かせない情報を

提供しています。

轡欄盤動
みんなの県政

毎月最終土曜日に北日本、富山、読売、北

陸中日の 4紙にき頁で掲載しています。この

うち、 4回は、見聞き 2ページを使って掲載

広報課では 、みなさんと県庁とを結ぶ大切

なパイプ役として 、この「県広報とやま」の

ほか、テレビ、新聞などの媒体を活用して、

観 踊
KNB 

します。

県からのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、富山、読売、北陸中日は第 2土曜日 に

掲載しています。

県民に向かつて聞かれた県政のj布施策等に

ついて、県民のみなさんに卜分知っていただ

くための番組です。ベテラン稲垣健次アナを

司会として、親しみやす〈構成します。

なお各週ごとの具体的内容は次のとおり予

定しています。

第 1週 県政上の諸問題を紹介。

第2週 県有施設の紹介(新シリーズ)。

第3週 県の主要プロジェクト紹介 ( 4 月 ~9 月 )

第4週知事と語る(又は知事に聞く)。

第 5週木県出身者の登場
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県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県 富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮富山31-4111(内
31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)

宮魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

E砺波 3-5151 

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

....... 
~ 
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富山テレビ
県内各地の明るい話題や郷土の11然、産業、

文化、県民の活動などを紹介し、郷土のよさを

見直そうという番組です。

話題をメインに各ミニコーナでつなぎ、バラ

エティに富んでいて家族みんなで楽しめます。

逢地真理+アナを司会として、話題を新しい面

から切り拓くため男性レポータ -3名を起用し

ています。 小泉哲也 (プロスキーヤー)

金木静 (作 家)

飯田敏雄 (福光東部小校長)
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ま
で。

KNBIこんにちは富山県で、す」 3月の 富山テレビ1110万人のひろば」
毎週日曜日、午前 8 時~8 時30分 テレピ 毎週日曜日、午前 9 時~ 9 時30分

新春対談 ~日本一 ・三つの挑戦~ 2日 新春対談 ~明日へはばたく若者たちと語る ~
(午前 7 時30分~8 時)

いい人いい味いきいき富山 9B ジョイフ ルスキー

立山山鐘県営ゴンドラスキー場 16日 冬の余暇は?

お年寄りと健康~老人保健法の施行~ 23日 障害児にかける情熱
トー一一一一一

県出身の有名人に聞く 30日 塩味はひかえめに
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至
渇
川

国
遇
制
号
線

保
温
富
山
崎順
状
線

手動式製丸機による丸薬の製造実演

，瞬庄派出所

9 : 00~ 16 : 00 

毎週火曜日及び年末年始

一般 (大学生を含む) 150円
生徒児童 70円

開館時間

休館日

見学料



応募規定

①応募資格特に定めません。

②応募点数 1人 3点以内

③規格 B4~B5版程度のケント紙
または画用紙に、ポスター・

カラーを使用して、10r/四方

程度に描いてくださ ¥" 0

(提出作品の裏に、簡単な制

作意図、住所、氏名、職業(学生

の場合は学校名、学年)、年齢、

電話番号を明記してくださし、。

④募集期間昭和57年12月 1日から

昭和58年 1月31日まで

(消印有効)

⑤送り先富山市新総曲輪 1番 7号

(問い合せ先) (干930)

富山県土木部都市計画 叫

E果シンボルマーク↑系

(宮0764-31-4111(内)618)

⑤その他入選作 1点 (賞金 5万円)

佳作 5点以内 (賞金各1
万円)(ただし、中学生以下
は賞品です。)

著作権は、富山県に帰属

県広報とやま 昭和58年 1月号止'ij)68 5，000部 企画発行富山県知事公室広報課富山市新総曲輪1の7ft31-3131(県民電話)〒930 印刷(術チューエツ


